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	応用
	抗原情報
	背景
	コパイン8(CPNE8) ホモサピエンス カルシウム依存性膜結合タンパク質は、細胞膜と細胞質の界面における分子レベルのイベントを制御すると考えられています。この遺伝子は、N末端に2つのII型C2ドメイン、C末端にインテグリンAドメイン様配列を含むカルシウム依存性タンパク質をコードする複数の遺伝子の1つです。[RefSeq提供、2008年7月],機能：膜輸送に関与する可能性がある。カルシウム依存性リン脂質結合特性を示す。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：コパインファミリーに属する。,類似性：1つのVWFAドメインを含む。,類似性：2つのC2ドメインを含む。,
	研究分野
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	CPNE8抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Copine 8ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

